
６月の行事予定

４日（土） 職員研修（熊毛地区）

８日（水） 歯科健診

１６日（木） ６月誕生会

２２日（水） 弁当日

花々も色鮮やかに咲き、春真っ盛りの気候は気持ちがい
いですね。園庭に出ると、テントウムシやダンゴムシ探しに
大忙しです！
今年度がスタートしあっという間に１ヶ月経ちました。朝は

「ママがいいー！」と、ちょっぴり涙の子もいますが、何故か
おやつの時間はシーンとして、黙々と食べている子どもた
ちです（笑）
先日、あじさい組に入っていた時のこと。「せんせー、もも

組じゃないよー！」と、得意げな表情でピカピカの青色帽子
を見せてくれた男の子。もも組ではなかった上靴を、「これ、
見て！」と女の子。トイレに向かい、ズボンやオムツの脱ぎ履
きも時間がかかりながらも自分たちで頑張っていますよ。た
った１ヶ月なのに、新しい環境に慣れてすごいなぁ！と感じ
ました。
園内探検では、ここは何のお部屋？とワクワク。「おにの

部屋？」「お家に鬼いるよ！」「えっ！」など保育者とおしゃ
べりしながら、ドアをトントン。「はーい！」の返事に不安そう
な子もいましたが、中にいたのは園長先生。なーんだ！と
ホッとしたようで、みんなタッチもできましたよ。初めての舞
台の上にもドキドキ、手を繋いでプチ探検を楽しみました。
これはなんだろう？どうなってる
のかなー？と目をキラキラさせた
り、あれこれ考えている子どもの
表情が私はとっても好きです。こ
れからもっともっと色々なことに
興味や関心が高まっていくのかな
と思うと、とてもワクワクします。ひとつ大きいクラスになり
少し背伸びして頑張っている子どもたちです。お家に帰った
ら、ぎゅーっと抱きしめてもらえると、心のパワーが充電さ
れると思います。５月も心も体も元気いっぱいで遊ぼうね。

主任 大河
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５月の行事予定

10～ 20 日 家庭訪問

１２日（木） ５月誕生会

１６日（月） 内科健診

16 ～ 20日 フリー参観

１７日（火） 交通安全教室

１８日（水） 弁当日

２１日（土） 職員研修（不審者対応）

２５日（水） 弁当日

２８日（土） 夏まつり役員会(10:00~)

２０２２年度 年主題〈つながって ～今、わたしを生きる～〉
0･1･2歳児５月主題「はじめまして/よろしくね」 3･4･5歳児５月主題「はじめの一歩」
月のねがい 月のねがい

◎神さまからお預かりしたいのちとして大切にされる(0) ◎新しい生活の場で神さまの愛を感じる時、賛美や祈りの時を心地よく感じ、安心して過ごす(3)
◎新しい場所で友だちや保育者と出会う(0) ◎自分が受け止められ安心を重ねていく中で好きな遊びや場所が見つかる(3)
◎自分のありのままを表現して受け止めてもらう(0) ◎春の訪れを喜び、草花や虫など命あるものとふれ合うことや絵本や歌などに親しむ(3)
◎保育者と祈ったり、賛美する中で神さまと出会う(1.2) ◎賛美や祈りの中、聖書の話を聞く時、また生活を通して、神さま･イエス様の愛を感じる(4.5)
◎受け入れてもらえる安心感をもち、過ごす(1.2) ◎これまでの関わりに重ね、新たに出会った保育者や友だちと交わる中で居場所が生まれる(4.5)
◎春の草花、虫などに触れ、心を開いていく(1.2) ◎光・風・草花・虫など、自然のおもしろさ・美しさを楽しむ(4.5)

今月の聖句「新しい歌を主に向かって歌え。全地よ、主に向かって歌え。」
詩篇９６：１

聖書に出てくる最初の言葉は、「初めに、神は天と地を創造された」（創世記１：
１）です。聖書の神さま、キリスト者が信じる神さまは、創造の神です。私たち人
間を含めた、この地上にある全てのものを造られたお方です。
自然は私たちの心を癒してくれます。マイナスイオンの出る森林と小川、世はそ

れをパワースポットと呼ぶ場合もあります。日本には四季があり、それぞれの季節
を楽しむことが出来ます。目で見て楽しみ、手や肌で触れて楽しみ、食して楽しみ
ます。自然界、造られたものそのものが神なのではありません。
アメリカのナイアガラの滝を見て、ある日本人観光客が、その壮大さに感動し、

思わず叫んだそうです。「これは、私のお父さまのものだ」。どういう意味か分から
ずに、周りの人がそう叫んだ観光客に真意を尋ねました。すると、その人は、「こ
れは創造主なる神さまが造られた大自然です。そのお方は、私をも造られた私の父
でもあられます。ですから、この素晴らしい滝は、私のお父さまのものなのです」
と答えました。
聖書の書物の一つ、詩篇も同じことを語ります。自然そのものが神ではないけれ

ども、自然は明らかに神を、創造の神の偉大さを指し示している、と。今月の聖句
である詩篇第９６篇１節の言葉、「新しい歌を主に向かって歌え。全地よ、主に向
かって歌え」とは、そういう意味なのです。 協力牧師 池田基宣

子 ど も の 泣 く わ け
なく、楽しい・嬉しいといった感情まで抑えられがちです。

阿部 秀夫 著書 でも、感じることは心の原動力！！｢感じる心｣が弱ければ
｢癒やしの子育てネットワーク｣代表 ｢生きる力｣は育ちません。

つまり、｢泣く力｣は｢感じる力｣であり、｢生きる力｣その
子どもが泣くと、親はなぜ切なくなり、一刻も早く泣き ものなのです。子どもにとって｢泣くこと｣がどんな意味を

やませたくなるのでしょうか。子どもの泣き声がキンキン もつのか、それがわかれば、まさに目からウロコ。親のつ
耳に響いて、居ても立ってもいられなくなるのは、いった らい思い込みがなくなって、子どもについての新しい展望
いなぜなのでしょうか？ が開けるでしょう。・・・
早くなんとかしなくてはと気がせき、でもどうしたらい

いのとオロオロしたり、子どもから責められているように この本の著者の阿部先生は、子育てが上手くいかずに苦し
感じて、私ってダメな親だと思うほどに胸がズキズキうず んでいる親子の相談を受けながら、”癒やしの子育てネッ
いたり、あげくの果てに、いつまで泣いてばかりいるのと トワーク”の代表を務めておられます。今回はその中の一
ばかりにムラムラと怒りがこみあげてくることさえあるの 部を紹介させていただきました。
は、なぜでしょうか？ ４月、こども園でもたくさんの声が響きます。その泣き
この謎が解けると、子育ては一気にラクになるはず。 声を保護者の方と、保育者で受け止め、一緒に子どもたち

それというのも、｢泣く｣という、子どもにとってごく自然 自らの育つ力を見守っていけたらと願っています。
な感情表現を、私たち大人がうまく受け止められずにいる この本には、泣くことで、自分

ために、ややもすると、 の本当の気持ちに気づく瞬間があ
親子の気持ちの歯車が ると書かれていました。泣くこと
微妙にかみ合いにくく で、自分の気持ちをすっきり整理
なってしまうからで して、社会の中で生きていくため
す。 のコミュニケーション力に繋げて
泣くという感情表現 いくことは、子どもも、大人も大

を止めてしまうと、感 事な生きる力となることではない
情そのものがおさえら でしょうか。子育てをしながら、
れてしまいます。悲し 実は私たち大人も成長させてもら
い・悔しいといった泣 っているのです。
きたくなる感情だけで 副園長


